
第73回高分子討論会口頭発表時間割案

口頭会場

10:00 1 03 1
 10:25 2 04 2
 10:50 3 05 S4． 3
9 11:15 4 06 4

11:40 5 07 5
12:55 6 08 6

月 13:20 7 09 7
13:45 8 10 8

25 14:10 9 11 9
14:35 10 12 10
15:00 11 13 11

日 15:25 12 14 12
15:50 13 15 13
16:15 14 16 14

(水) 16:40 15 17 15
17:05 16 18 16
17:30 17 19 17
17:55 18 20 18
9:10 1 01 しよう 1

 9:35 2 02 2
 10:00 3 03 3
9 10:25 4 04 4

10:50 5 05 5
11:15 6 06 6

月 11:40 7 07 7
12:55 8 08 8

26 13:20 9 09 9
13:45 10 10 10
14:10 11 11 11

日 14:35 12 12 12
15:00 13 13 13
15:25 14 14 14

(木) 15:50 15 15 15
16:15 16 16 16
16:40 17 17 17
17:05 18 18 18

 9:10 1 01 En.Ｆ 1
9 9:35 2 02 2

10:00 3 03 3
月 10:25 4 04 4

10:50 5 05 5
27 11:15 6 06 6

11:40 7 07 7
日 12:55 8 08 8
 13:20 9 09 9

(金) 13:45 10 10 10
14:10 11 11 11

 14:35 12 12 12
15:00 13 13 13
15:25 14 14 14

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

A.高分
子化学

A.高分
子化学

C.高分
子機能

C.高分
子機能

C.高分
子機能 C.高分

子機能

キャリ
アパ
スS9.共

有結
合の
切断・
交換・
変換
が拓
く機
能性
ポリ
マー
材料

S12．
組織
工学・
再生
医療
を支
える
高分
子材
料

En.D.
生体
高分
子

研究の
協創

En.B.
高分
子構
造

付着
抑制
から
流体
抵抗
低減

新展
開

S18.
多様
な進
化を
遂げ
る精
密

ネット
ワー

クポリ
マー

S5．
高分
子計
算科
学の
産業
応用
最前
線

ランチョ
ン

ランチョ
ン

S1．
元素
ブロッ
ク材
料化
学の
深化

S17．
水、土
壌、大
気の
環境
をまも
る高
分子

招
待
・
受
賞
　
講
演

S7．
ゴム・
エラ
スト
マー
の調
製、
構造
制

御、
物性
の最
前線

ランチョ
ンS3．素

反応と
分子設
計の深
化を基
盤とし
た高分
子合成
化学

S8.キ
ラル
高分
子・超
分子
の機
能的
革新

S15．
エコミ
メティ
クスを
支える
アクア
／エア
ロバイ
オミメ
ティク
ス：

S2．
サス
ティナ
ブル
触媒
が拓
く高
分子
化学
の最
前線

S6．
未来
を拓く
高分
子材
料に
求め
られ
る構

造・物
性相
関

S11.
高分
子ゲ
ル：基
礎か
ら応
用ま
で

S10.
高性
能エ
ネル
ギー
デバ
イス
を目
指し
た機
能性
高分
子材
料

S14．
精密・
バイ
オ・高
分子
の開
拓

S16．
グリー
ンケミ
スト

リーを
駆使し
た環境
調和型
高分子
材料の

En.E.
環境

S13．
子供
達に
誇れ
る医
用高
分子：
30年
後を
見据
えて
討論

S19.プ
ラス

チック
のリサ
イクル

高分
子材
料の
構造
解析
の最
前線

日韓
ジョイ
ント
セッ

ション
（En.B・
En.Ｅ）

201 202 203 204+213 F372F374 101 103 107 211 212B255 F271 F275 F274 F371 F375E260 B355 B353 B351 B251 B253

併設

B356

S T U V W ESAL Ｍ N O Q RF G H I J KA B C D E
会場名

日時，番号


	73討論会口頭&ポスター (0709)



